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彙　　　報

　 彙 報 （昭和６３年４月～　　昭和６３年６月）

人事異動

　 （行政職）
　　　　　　　　（配置換）
　４月１日　管理部会計課長　　森口　節之
　　　　　　 （和歌山大学会計課長）
　　　　　　管理部施設課長　　山本　政治
　　　　　　（福井医科大学業務部施設課長）
　　　　　　鹿児島大学経理部主計課長
　　　　　　　　　　　　　　 寺島　裕康
　　　　　　 （管理部会計課長）
　　　　　　大阪大学施設部企画課長
　　　　　　　　　　　　　　 川島　英昭
　　　　　　 （管理部施設課長）

　　　　　　東京国立文化財研究所庶務課長
　　　　　　　　　　　　　　 池田　義春
　　　　　　 （管理部企画課長）
　　　　　　学術情報センター管理部システ
　　　　　　ム管理課長
　　　　　　　　　　　　　　 門田　泰典
　　　　　　 （情報管理施設技術室長）
　　　　　　　　（昇　任）
　　　　　　管理部企画課長　　奥出　栄治
　　　　　　 （文部省大臣官房総務課広報室
　　　　　　庶務係長）

　　　　　　情報管理施設技術室長
　　　　　　　　　　　　　　 吉田　哲廣
　　　　　　 （熊本大学附属図書館閲覧課図
　　　　　　書館専門員）
　 （教育職）
　　　　　　　　（名誉教授称号授与）
　 ４月１日　　　　　　　　　　伊藤　幹治
　　　　　　　　　　　　　　 中村俊亀智
　　　　　　　　（配置換）
　 ４月１日　第三研究部教授　　杉本　尚次
　　　　　　 （第五研究部教授）
　　　　　　第五研究部教授　　藤井　知昭
　　　　　　 （第四研究部教授）
　　　　　　　　（併　任）
　 ４月１日　第三研究部長　　　杉本　尚次
　　　　　　 （第五研究部長）
　　　　　　第四研究部長　　　友枝　啓泰
　　　　　　 （第四研究部長）
　　　　　　第五硫究部長　　　藤井　知昭
　　　　　　 （第四研究部長）
　　　　　　　　（採　用）
　 ４月１日　第三研究部助手　　塚田　誠之
　　　　　　第四研究部助手　　朝倉　敏夫
　　　　　　第四研究部助手 林 行夫
　　　　　　　　（客員研究部門）
　 ４月１日　第一概究部教授　　大林　太良
　　　　　　 （東京大学教授 ・第二研究部教
　　　　　　授）
　　　　　　第一・研究部教授　　杉山　晃一
　　　　　　 （東北大学教授）

　 　 　 　 　 第 二 研 究部 教 授 　 　 板 垣　 雄 三

　 　 　 　 　 （東 京 大 学教 授 ）

　 　 　 　 　 　 （昇 任 ）

　 ６月 １日　 第 四研 究 部 助教 授 　 中山　 和 芳

　 　 　 　 　 （第 四 研 究部 助手 ）

　 　 　 　 　 京 都 大 学 助教 授 　 　 田中　 雅 一

　 　 　 　 　 （第 二研 究部 助手 ）

　 　 　 　 　 　 （転 任 ）

　 ６月 １日　 第 二 研 究 部 助手 　 　吉 田　 憲 司

　 　 　 　 　 （大 阪 大 学 助手 ）

評 議 員

　 氏 名 　 　 　 任 期

　 伊 地 智 善 継 　 　（６１．９．１５～ ６３． ９．１４）

　 上 山　 春 平 　 （６１．９．１５～ ６３． ９．１４）

　 岡 本 道 雄 　 （６１． ９．１５～ ６３． ｇ．１４）

　 北 村 　 　 甫 　 （６１． ９．１５～ ６３． ９．１４）

　 木 田 　 　宏 　 （６１． ９．１５～ ６３． ９．１４）

　 窪 徳 忠 （６１．９．１５～ ６３． ９，１４）

　 熊 谷 信 昭 　 （６１．９．１５～ ６３．９，１４）

　 久 山 　 　康 　 （６１．９．１５～ ６３，９．１４）

　 鈴 木 　 　 尚　 （６１．９。１５～ ６３． ９．１４）

　 土 田　 直 鎮 　 （６１．９．１５～ ６３．９．１４）

　 坪 井 　 清足 　 　（６１．９．１５～ ６３．９．１４）

　 直 江 　 広 治　 　（６１．９．１５～ ６３， ９．１４）

　 中尾 　佐 助　 （６１．９．１５～ ６３．９．１４）

　 西 島 　 安 則 　 （６１．９．１５～ ６３． ９．１４）

　 林 屋 辰三 郎　 （６１．９．１５～ ６３． ９．１４）

　 向坊 　 　隆 　 （６１．９．１５～ ６３． ９．１４）

　 村 山　 松 雄　 （６１．９．１５～ ６３． ９．１４）

　 山村 　 雄 一 　 （６１．９．１５～ ６３． ９．１４）

運 営協 議 員

　 氏 名 　 　 　 任 期

　 綾 部 　 恒 雄 　 （６１． ９．１５～ ６３． ９．１４）

　 石 井 　 米 雄 　 　（６１． ５．１６～ ６３． ５．１５）

　 　 　 　 　 　 （６３●　５．１６～ ６５．　５．１５）

　 石 川 　 榮 吉 　 （６１． ９．１５～ ６３． ９．１４）

　 伊 藤 　 清 司　 （６１． ９．１５～ ６３． ９．１４）

　 祖 父 江 孝 男 　　（６１． ５．１６～ ６３．５．１５）

　 　 　 　 　 　 （６３．　５．１６^ ６５．　５．１５）

　 中根 千 枝 　 （６１． ９．１５～ ６３．９．１４）

　 藤 岡　 喜 愛 　 　（６１． ９．１５～ ６３．９．１４）

　 増 田　 昭 三 　 　（６２． ２． １～ ６４．１．３１）

　 山 口　 昌男 　 （６１．９．１５～ ６３． ９．１４）

　 山 田　 隆 治 　 （６１． ９．１５～ ６３．９，１４）

　 米 山　 俊 直 　 （６１．９．１５～ ６３．９．１４）

　 石 毛 　直 道 　 （６２．１１．２０～ ６４． ３．３１）

　 大給 近 達 　 （６１．９。１５～ ６３．９，１４）

　 君 島 　久 子 　 （６２． ４． １～ ６４．３．３１）

　 佐 々木 高 明 　 （６１・９・１５～ ６３・９・１４）

　 杉本 　 尚次 　 （６２・ ４・ １～ ６４・ ３．３１）

　 杉村 　 　棟 　 （６３．４． ユ～ ６３．９．１４）

　 竹村 卓 二 　 （６２．４。 １～ ６４． ３．３１）

　 友 枝 　啓 泰 　 （６３．４． １～ ６３．９．１４）

　 藤 井 　知 昭 　 （６１． ９．１５～ ６３． ９．１４）

　 和 田 　祐 一 　 （６１． ９．１５～ ６３． ９．１４）

企 画 委 員

　 粟津 　 　潔 　 （６２．４． １～ ６４．３．３１）

４３７



　井 上 　 　正 　 （６２．１０． １～ ６４． ３．３１）

五 十 嵐 道 子 　 　（６２．４．１～ ６４． ３。３１）

　大 貫 　 良 夫 　 　（６２． ４． １～６４． ３．３１）

　勝 井 　　三 雄 　　　（６２．　４．　１～ ６４．　３．３１）

　加 藤 　秀 俊 　 　（６２． ４． １～ ６４． ３．３１）

　 川１添 　　　　登 　　　（６２．　４．　１～ ６４．　３．３１）

黒 川 　 紀 章 　 （６２． ４． １～６４． ３．３１）

　 後 藤 　和 彦 　 　（６２． ４． １～６４．３．３１）

　 小 松 　左 京 　 　（６２．４． １～ ６４．３．３１）

　 高 田 　 　宏 　 （６２．４． １～６４．３．３１）

　 田邊 　 員人 　 （６２．４． １～ ６４． ３．３１）

　 多 比 良 　稔 　 　（６２．４． １～ ６４．３．３１）

　 中山 　 和彦 　 　（６２．４． １～ ６４． ３．３１）

　 米 山　 俊直 　 （６２．４．１～ ６４．３．３１）

　 大 林 　太 良 　 （６２．４．１～ ６４．３．３１）

　 谷 泰 （６２．４． １～ ６４．３．３１）

電 子 計 算 機運 営 委 員

　 市 川 　惇 信 　 （６２．４．１～ ６４．３．３１）

　 及 川 　 昭文 　 　（６２．４． １～ ６４．３．３１）

　 大 林 　太 良 　 （６２．４．１～ ６４．３．３１）

　 国井 　利 泰 　 　（６２． ４． １～ ６４． ３．３１）

　 柴 田　 正 美 　 　（６２。１１．１６～ ６４．１１．１５）

　 田 中 　 　琢 　 （６２． ４． １～ ６４． ３．３１）

　 辻 三 郎 （６２． ４．１～ ６４． ３．３１）

　 長尾 　 　 眞 　 　（６２． ４． １～ ６４． ３．３１）

　 中 野 　照 海 　 　（６１．ＩＱ． １～ ６３． ９．３０）

　 中 山　 和 彦 　 　（６２・ ４・ １～ ６４・ ３．３１）

　 西之 園晴 夫 　 　（６１．ｉａ． １～６３． ９．３０）

　 八 村 廣 三 郎 　 　（６１．ｉａ． １～ ６３．９．３０）

　 星 仰 （６２。１１．１６～ ６４．１１．１５）

　 山 中　 光 一 　 　（６２．４． １～ ６４． ３．３１）

　 吉 田 　 　将 　 （６２．４． １～ ６４．３．３１）

　 佐 々木 高 明 　 　（６２．４． １～ ６４．３．３１）

　 大 給 　近 達 　 　（６２．４． １～ ６４．３．３１）

　 藤 井 　 知 昭 　 （６２．４． １～ ６４． ３．３１）

　 栗 田　 靖 之 　 （６２． ４． １～ ６４． ３。３１）

　 小 山 　修 三 　 　（６２．４． １～ ６４．３。３１）

　 杉 田　 繁 治 　 　（６２．４． １～ ６４．３．３１）

　 和 田　 浩 司　 　（６２。４． １～ ６４． ３．３１）

国 内資 料調 査 委 員

　 石 塚 尊 俊 　 （６２．４． １～ ６４。３．３１）

　 泉 房 子 （６２．４． １～ ６４． ３．３１）

　 犬 塚 　 幹士 　 （６２．４。 １～ ６４． ３．３１）

　 今 村 　 充 夫 　 　（６２．４・ １～ ６４． ３．３１）

　 岩 井 　 宏 實 　 （６２．４． １～ ６４． ３．３１）

　 上 江 洲 均 （６２．４． １～ ６４． ３。３１）

　 勝 部 　 正 郊 　 （６２． ４－ １～６４． ３．３１）

　 萱 野 　 　茂 　 （６２．４． １～ ６４． ３．３１）

　 神 崎　 宣 武 　 　（６２． ４． １～６４． ３．３１）

　 木 崎 　和 廣 　 （６２． ４． １～６４。 ３．３１）

　 岸 田　 定 雄 　 　（６２． ４． １～６４．３．３１）

　 喜 多　 慶 治 　 　（６２． ４． １～６４．３．３１）

　 倉 田　 　亨 　 （６２． ４。 １～ ６４．３．３１）

　 小 谷 　方 明　 （６２・４・ １～ ６４・ ３・３１）

　 坂 本 　正 夫 　 　（６２． ４・ １～ ６４．３．３１）

　 佐 野 　賢 治 　 （６２． ４． １～６４．３．３１）

４３８
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　澤　　四郎　　（６２．４．１～６４．３．３１）

下野　敏見　 （６２．４．１～６４．３．３１）

鈴木　 尚夫　　（６２．４．１～６４．３．３１）

高橋　克夫　 （６２．４．１～６４．３・３１）

立平　　進　 （６２．４．１～６４．３．３１）

　田中忠三郎　 　（６２．４．１～６４．３．３１）

　鶴藤　鹿忠　 （６２．４．１～６４．３．３１）

都丸十九一 　 （６２．４．１～６４．３．３１）

　西村　緩子　 （６２．４．１～６４．３．３１）

　野 口　 光敏　 （６２．４．１～６４．３．３１）

　橋本 鉄男　 （６２．４．１～６４．３．３１）

　林 道 明 （６２．４．１～６４．３．３１）

　福 田　 栄治　　（６２．４．１～６４．３．３１）

　藤本　英夫　 （６２．４．１～６４．３．３１）

　松下 　　亘　 （６２．４．１～６４．３．３１）

　 山口　　賢俊　　　（６２．　４．　１～６４．　３．３１）
　 山路　興造　　（６２・４，１～６４・３・３１）

　 和田　 正洲　 　（６２．４．１～６４．３．３１）

館 内各種委員会

○標本資料委員会委員

　 杉本 　尚次　　佐 々木高明　　杉村　　棟

　 大塚　和義　　吉 田　 集而　　小川　　 了

　 藤井　龍彦　　森田　恒之　　利光　有紀

　 森 口　節之　　高橋　　柏　　 川西　正光

　 吉田　哲廣

○映像 ・音響資料委員会 委員

　 竹村　卓二　　佐 々木高 明　　大給　近達

　 須藤　健一 　　吉田　 集而　　大森　康宏

　 吉本　　忍　　櫻井　 哲男　　 森 口　 節之

　 高橋　 　柏　　川西　正光　　吉田　 哲廣

○図書委員会委員

　 竹村　卓 二　　佐 々木 高明　　杉村　　棟

　 黒 田　悦 子　　崎山　　理 　　守屋　　毅

　 秋道　智彌　　松原　正毅　　小川　　了

　 永 ノ尾信悟　　大丸　　弘　　朝倉　敏夫

　 森 口　 節之　　川西　正光

○国内資料調査委員会委員

　 杉本　尚次　　佐 々木 高明　 　大塚　和義

　 守屋 　　毅　 　松 山　利夫　　秋道　智彌

　 中牧　弘允　　大丸　　弘　 　吉 田　 憲司

　 櫻井　哲男　　森 口　 節之　　川西　正 光

　 吉 田　哲廣

ＯＨＲＡＦ 委員会委員

　 佐 々木高明　　杉 田　 繁治　　秋道　智彌

　 松澤　員子　　栗 田　 靖之　　石森　秀三

　 福川　圭子 　　森口　節之　　川西　正光

　 吉田　哲廣
○情報化委員会委員

　 佐々木高明　　杉 田　繁治　　松 山　利夫

　 松澤　員子 　　栗田　靖之　　松原　正毅

　 江 ロ　ー久　　大 森　康宏　　藤井　龍彦

　 大丸　　弘　　利光　有紀　　林　　行夫

　 福川 圭子 泉 幽香 森 口 節之

　 高橋　 　柏　　川西　正光　　吉田　哲廣

○展示委員会委員

　 友枝　啓泰 　　黒 田　悦 子　　杉田　繁治

　 大塚　和義　　松 山　利夫　　田邊　繁治



彙 報

　端 信行 大森 康宏 永ノ尾信悟 　 山本 泰則 吉田 憲司 和田 浩司
　石森 秀三　　野村　雅一　　瀬川　昌久　　　　糸金則由紀　　森口　節之　　奥出　栄治
　佐 木々史郎　　吉本　　忍　　庄司　博史　　　　高橋　　柏　　吉田　哲廣

　大塚　和夫　　林　　行夫　　櫻井　哲男　　　 ○防災対策委員会委員
　和田　浩司　　高橋　　柏　　川西　正光　　　　竹村　卓二　　佐々木高明　　杉本　尚次　吉

田　哲廣　　　　　　　　　　　　　　　　友枝 啓泰　　藤井　知昭　　和田　浩司

○出版委員会委員　　　　　　　　　　　　　　　　糸金則由紀　　森口　節之　　山本　政治

　友枝　啓泰　　君島　久子　　片倉　素子　　　　奥出　栄治　　高橋　　柏　　川西　正光
　和田 祐一 崎山 理 周 達生 　 吉田 哲廣

　長野　泰彦　　田邊　繁治　　宮本　　勝　　　○大学院委員会委員　和
田　正平　　小山　修三　　中山　和芳　　　　藤井　知昭　　竹村　卓二　　佐々木高明

　垂水　　稔　ケネス・ラドル　野村　雅一　　　　杉本　尚次　　友枝　啓泰　　片倉　素子　佐
々木史郎　　塚田　誠之　　八杉　佳穂　　　　 和田　祐一　　和田　浩司

　朝倉　敏夫　　吉田　憲司　　奥出　栄治　　　○施設整備委員会委員
○広報 ・事業委員会委員　　　　　　　　　　　　　藤井　知昭　　佐々木高明　　周　　達生

　藤井　知昭　　石毛　直道　　秋道　智彌　　　　栗田　靖之　　福井　勝義　　森田　恒之　
中牧　弘允　　端　　信行　　山本　紀夫　　　　八杉　佳穂　　和田　浩司　　森口　節之

　中山　和芳　　ケネス・ラドル　　　　　　　　　 山本　政治　　高橋　　柏　　川西　正光
　杉島　敬志　　塚田　誠之　　久保　正敏

海外におけ る研究 ・調査 ・収集活動

　氏 名 　 官 職 　 出 発 帰 国 　　 行 先

松澤　員子　助教授 （第二研究部 ）　 ６３．４．１９　 ６３．５・１０　　アメ リカ合衆国

栗田　靖之 助教授 （第二研究部 ）　 ６３．４．２９　 ６３．５．５　 オース トラ リア

田邊 繁治 助教授 （第二研究部）　 ６３．５．２　 ６３．６．１　 連合王国

藤井　知 昭　教 　授 （第五研究部 ）　 ６３．５・８　 ６３．５．１４　 台湾

庄司　博史　助　手 （第三研究部 ）　 ６３．５・８　 ６３．６・１４　 ハ ンガ リー

杉村　　棟　教　授 （第二研究部 ）　 ６３．５・１３　　６３・６・３　　 ソビエ ト社会主義共和 国連邦

ケ 弩 Ｆ
ル 助 鞭 （紅 研 究 部 ） ６３．５．２・ ６３．６．・・ マ レー シア

ケ 弩 養
、。 助 〉’＝ （第 五 研 究部 ） ６３．６．２２ ６３． ７． ８ アイ ス ラ ン ド

秋 道 　智 彌 　 助 教 授 （第 一 研 究 部 ）　 ６３．６．２４　 ６３．１２．１２　 パ プ ァ ・ニ ュ ーギ ニ ァ

来 館 者 抄

　 ４月 ４日　 Ｈｅｌｅｎｅ　ＡＨＲＷＥＩＬＲＥ （フ ラ ンス，

　 　 　 　 　 パ リ大 学総 長）， Ｊａｃｑｕｅｓ　Ａｘｘ－

　 　 　 　 　 ＷＥＩＬＥＲ

　 ４月 ８日　 李　　　瑛 （中国人民解放軍総

　 　　 　 　 政治文化部部長）

　 　　 　 　 陳 孟 君 （中国人民解放軍八

　 　　 　 　 一電影制片廠責任者）

　 　　 　 　 李 泓 泳 （中国，映画輸 出入

　 　　 　 　 国外業務部 日本担 当）

　 ４月 ９日　Ｇｌｏｒｉａ　Ｕｒｉｄｅ　ＺＥＡ（コロンビア，

　 　　 　 　 ボ ゴ ダ 美 術 館 長），　 Ｇｉｏｒｇｉｏ
　 　　 　 　 ＡＮＴＥＩ

　 ４月１０日　 周　 作　民 （台湾，教育部社会

　 　　 　 　 教育司長）

　 　　 　 　 宋 文 薫 （台湾，国立台湾大

　 　　 　 　 学人類学系教授）

　 　　 　 　 連 照 美 （同 ，同 ）

　 　　 　 　 罪 　建　中 （同　，同　）

　 　　 　 　 林 政 弘 （台湾，教育部人事　 　　 　 　 処処長）

　　　　 劉　斌　雄 （台湾，中央研究院

　　　　 民族学研究所研員）

　　　　 鼠　振　華 （台湾，中央研究 院

　　　　 歴史語言研究所研究員）

　　　　 玉 蕎 （台湾，国立台湾大

　　　　 学地理学系教授）

　　　　 林 恩 顯 （台湾，国立政治大

　　　　 学辺政研究所所）

　　　　 陳 益 興 （台湾，教育部社会

　　　　 教育司科長）

４月１２日　 Ｍａｌｉａｖｉｎ　Ｖｌａｄｉｍｉｒ　ＶＩＡＣＨＥＳＬＡ－

　　　　 ｖｏｖｔｃｘ　　｛Ｓｅｎｉｏｒ　　ｒｅｓｅａｒｃｈｅｒ，

　　　　 Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｔｈｎｏｇｒａｐｈｙ，

　　　　 Ａｃａｄｅｍｙ　ｏｆ　Ｓｃｉｅｎｃｅｓ　ｏｆ　ｔｈｅ

　　　　 ＵＳＳＲ）

４月１８日　Ｅ・Ｊｅｆｆｒｅｙ　ＳＴＡＮＮ （アメ リカ合

　　　　 衆国，ス ミソニア ン研究機構開

　　　　 発事務局館長代理）夫妻

４月１９日　 オース トラリア ・南オース トラ

　　　　 　リア州国土省大臣夫妻一行

４３９



　　　　 Ｒｏｙ　ＡｓｓＯＴ　ａｎｄ　Ｌｏｉｓ　ＡｓｓｏＴ

　　　　 （国土省大臣夫妻），

　　　　 Ｊｏｈｎ　ＤＡＲＩＥＹ （国土省長官）

　　　　 Ｔｅｒｒｙ　ＣＯＲＲＩＮＳ（国土省次 官）

　　　　 Ｋｅｉｔｈ　ＦＲＥＥＭＡＮ （海 洋省 長官

　　　　 夫妻）
　　　　 ＲＯｎ　ＳＵＲＲＩＶＡＮ　ａｎｄ　Ｄｏｔ　ＳＵＲ－

　　　　 ＲＩＶＡＮ （海洋省報道官夫妻）

４月２１日　Ｊｏｙ　Ｔｒｉｎｄａ　ＨＡＹｕ　（イ ンド，

　　　　 イ ンド国立クラフ ト博物館長）

　　　　 Ｈａｋｕ　ＳＨＡＨ （イ ンド， イ ンド

　　　　 国立部族芸術博物館長）

４．月２７日　 Ｖａｓｉｌｙｅｖ　Ｖｌａｄｉｍｉｒ　ＩＶＡＮＯＶＩＣＨ

　　　　 （Ｌｅａｄｉｎｇ　ｒｅｓｅａｒｃｈｅｒ，　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ

　　　　 ｏｆ　Ｅｔｈｎｏｇｒａｐｈｙ，　Ａｃａｄｅｍｙ　ｏｆ　　　　 Ｓ
ｃｉｅｎｃｅｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＵＳＳＲ），

　　　　 Ｒ．Ｓｈ．　ＤＪＡＲＹＬＧＡＳＳＩＮＯＶＡ

　　　　 （Ｒｅｓｅａｒｃｈ　ｍｅｍｂｅｒ，　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ

　　　　 Ｅｔｈｎｏｇｒａｐｈｙ，　 Ａｃａｄｅｍｙ　 ｏｆ

　　　　 ｓｃｉｅｎｃｅｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＵＳＳＲ）

５月１２日　 朴　岱　洵 （大韓民国，韓国国

　　　　 立民俗博物館展示課長）

　　　　 金 宗 大 （大韓民国，韓 国国

　　　　 立民俗博物館学芸研究士）

５月１９日 黄 光 学 （中国民族理論研究

　　　　 団体連合会理事長，前国務院国

　　　　 家民族事務 委員会副主任）

　　　　 韓　英　烈 （吉林省長春市省教

　　　　 育庁副庁長）

　　　　 李　禎　鏑 （黒龍江省恰爾濱市

　　　　 省民族事務委員会副主任）

　　　　 張　賢　換 （遼寧省沈陽市省民

　　　　 族事務委員会副主任）

　　　　 李　免　勲 （遼寧省民族事務委

　　　　 員会朝鮮語語文辮公室副主任）

５月２６日　 ソ連科学アカデ ミー民族学研究

　　　　 所部長一行

　　　　 Ｍｉｈａｉｌ　Ｖａｓｉｌｅｖｉｃｈ　ＫＲＩＵＫＯＶ（ソ

　　　　 連科学アカデ ミー民族学研究所

　　　　 部長）

　　　　 Ｓｅｖｉａｎ　Ｉｚｒａｉｌｅｖｉｃｈ　ＶＡＩＮＳＨＴＥＩＮ

　　　　 （同，主任研究員）
　　　　 Ａｌｅｋｓａｎｄ　Ｍｉｈａｉｌｏｖｉｃｈ　ＬＥＳＫＯＶ

　　　　 （国立東方民族芸術博物館部長）

　　　　 Ｅｌｅｎａ　Ｅｖｇｅｎｅｖｎａ　ＦＩＬＩＰＰＯＶＡ

　　　　 （国立歴史博物館上級研究員）

　　　　 Ｂ・ｒｉｓ　Ｉｌｉｃｈ　ＭＡＲＳＨＡＫ （エル

　　　　　ミタージュ美術部長）
　　　　 Ｂａｈｏｄｉｒ　Ａｚｉｚｏｖｉｃｈ　ＴＵＲＧＵＮＯＶ

　　　　 （ウズ ベ グ共和国ハ ムジ記念芸

　　　　 術研究所上級研究員）

　　　　 Ｓｕｅ　ＫＯＤＡＮＩ（アメ リカ合衆国，

　　　　 ビショップ博物 館事 業 計 画 次

　　　　 長）

　　　　 Ｋｅｎ　ＭＩＬＬＥＲ （同， ビショップ

　　　　 博物館 プラネタ リウム部長）

　　　　 ＢＯＩｌｎｉｅ　ＪＵＤＤ （同， ビショップ

４４０

国立民族学博物館研究報告　 １３巻 ２号

　　　　 博物館展示デザイナー）

５月３１日　 Ａ．Ｓ・ＭＳＡＮＧＩ（タ ンザニア，

　　　　 タ ンザ ニ ア科学 研究 審議会長

　　　　 官）

６月 ２日　諸澤　正道 （国 立 科 学 博 物 館

　　　　 長）

６月 ３日　 昭和６３年度集団研修国報処理要

　　　　 員養成研修員一 行

　　　　 尤 正 平 （中国，上海科学技

　　　　 術情報研究所情報処理研究員）

　　　　　Ｓａｙｅｄ　 Ｓｈｅｍａｒｄｙ　 Ｍｏｈａｍｅｄ

　　　　 ＥＩ　Ｓａｙｅｄ （エジプ ト， システム
　　　　　アナ リス ト）

　　　　 Ｗ ａｆａａ　Ａｈｍｅｄ　Ｋａｍｅｌ　Ｍｏｎｓｕｕｒ

　　　　　 （同， システ ムアナ リス ト）

　　　　　Ｂａｍｈａｎｇ　Ｋｕｎｃｏｒｎ （イ ンドネ

　　　　　シア，情報処理 分析セ ンタープ

　　　　　ログラマー）

　　　　 Ｏｍａｒ　Ｈａｓｓａｎ　（同，情報処理

　　　　 分析 セ ンタープ ログ ラマー）

　　　　 Ｔａｌｉｂ　Ｍｔａｓｈｅｒ　Ｍｅｚｅ１ （イラク，

　　　　　内務省）

　　　　 Ｍａｚｉｎ　Ｓｈａｋｅｒ　Ｊｓｓｉｍ　Ａｌ－Ｚｅｗａｒｙ

　　　　　 （同，システムデザ イナー主 任）　　　　 Ｒ
ｅｂｅｃａ　Ｃｌａｖｅｒｌａ　Ｍａｌａｃａｍａｎ

　　　　　 （フィ リピン，経済開発技官）

　　　　 Ｍｅｒｌｏｎ　Ｓ．　Ｖｅｌｅｒａ （同，アナ リ

　　　　 ス ト）

　　　　 Ａｇｎｅｓ　Ｗｏｎｇ　ＬａｉＰｅｎｇ （シンガ

　　　　　ポール， 日シソフ トウエアー技

　　　　 術研修セ ンター講 師）

　　　　 Ｎｏｋ　Ｙｏｎ　Ｍｅｉ（同，日シソフ

　　　　　トウエア技術研修 セ ンター講 師）

　　　　 Ｓｕｒａｐｏｌ　Ｔｈｕｍａｓｕｗｕｎ （タイ，

　　　　 データ処理　秘書 ）

　　　　 Ｓａｌｉｈｅ　Ｓｉｖｒｉ（トル コ， 情報処

　　　　 理 セ ンター主任技師）

６月 ４日　 中国甘粛省博物館訪 日考察団一

　　　　 行

　　　　 呉 恰 如 （副館長 ・前館長）

　　　　 趙 　　 正 （副館長）

　　　　 醇 俊 彦 （副館長）

　　　　 徐 楽 発 （歴史部主任）

　　　　 張　朋　川 （歴史部主任）

６月 ６日　 昭和６３年度集団研修情報処理要

　　　　 員養成研修員一行

　　　　 Ｓｌｌｖｉａ　Ｍａｇｄａｌｅｎａ　Ｉｏｖａｌｄｉ（ア

　　　　 ルジェンチ ン，サ ンタブエ州経

　　　　 済財務省情報局企画部長）

　　　　 Ｍｏｙｓｅｓ　Ｊｅｒｕｓｓａｌｍｙ （ブ ラジル，

　　　　 サ ンパ ウロ州デ ータ処理公社技

　　　　 術操作マネジ ャー）
　　　　 Ｐｒｅｓｉａ　 Ｄｅ　Ｌａｕｒｄｅｓ　Ｆａｒｉａｓ－

　　　　 Ｇａｒｃｉａ（チ リ， 国家企画財務部
　　　　 長）

　　　　 Ｍｅｍｄｏｕｈ　Ｉｂｒａｈｌｍ　Ｈｏｒｅｚ（エ

　　　　　ジプ ト，外務省 データバ ンクプ



彙 報

　 　 　 　 ログラマー）

　 　 　 　 Ｐｏｏｎ　Ｙｅｅ　Ｗ ａｈ （香港，政府 デ

　 　 　 　 ータプロセス局 アナ リス ト）

　 　 　 　 Ｄａｔｌ　Ｌｅｓｔａｒｌ （イン ドネ シァ，

　 　 　 　 工業省中小企業局統計監査課長）

　 　 　 　 Ｊａｎｇ　Ｋｙｕｎｇ　Ｓｅｏ（韓国，ボナム

　 　 　 　 精油㈱先任 システムアナ リス ト）

　 　 　 　 Ｒｏｓｍｉｎａｈ　Ｂｔ　Ｈｕｓｓａｉｎ　 （マ レ

　 　 　 　 ー シァ，パーキマオタ ンコンピ

　 　 　 　 ューター社先任 システムアナ リ

　 　 　 　 ス ト）

　 　 　 　 Ｒａｍｏｎ　Ｍａｃｌｅｌ　Ｒｏｊａｚ （パ ラグ

　 　 　 　 ワイ，商工省輸 出振興会デ ータ

　 　 　 　 プロセス所長）

　 　 　 　 Ｅｓｍａｅｌ　Ｉ．　Ｂａｕｓａｓ（フィ リピ ン，

　 　 　 　 耕地改革局情報管理サー ビス部

　 　 　 　 長）

　 　 　 　 Ｋｈａｌｅｄ　Ａｂｄｕｌｌａｈ　Ｂｌｎ－Ｄｏｈａｉｓｈ

　 　 　 　 （アラビア，人事局データ情報

　 　 　 　 システムマネジ ャー）
　 　 　 　 Ｍａｎｉｋｋｕｗａｈａｎｄｌ　 Ｓｕｓｌｉｌｗａｒ－

　 　 　 　 ｄａｎｅ（ス リラ ンカ，予算企画省

　 　 　 　 国際経済協力局副局長）

　 　 　 　 Ａｖｕｄｈ　Ｐｎａｎｄａ （タ イ，総理大

　 　 　 　 臣室国家情報局経済データプロ

　 　 　 　 セス部長）

　 　 　 　 Ｍａｒｃｏ　Ｍｌａｄｉｎｅｏ （ユーゴスラ

　 　 　 　 ビア，電算操作 センターデータ

　 　 　 　 プロセスマネジヤー）
６月 ７日　 中国常州市世界語協会代表団一

　 　 　 　 行

　 　 　 　 団長 越 徳 本 （常州市哲学

　 　 　 　 社会科学学会総合会副会長）

　 　 　 　 章　振　之 （常州市世界語協会

　 　 　 　 会長）

　 　 　 　 張 常 生 （同，副会長）

６月１０日　 中国社会科学院歴史研究 所代表

　 　 　 　 団一行

　 　 　 　 劉　重　 日 （副研究員）

　 　 　 　 何 齢 修 （副研究員）

　 　 　 　 張 捷 夫 （副研究員）

　 　 　 　 孫 　 　新 （外事局助理研究員）

６月１３日　 中国内蒙古 自治医社会教育視察

　 　 　 　 訪 日団一行

　 　 　 　 団長 呉 燭 明 （内蒙古工農

　 　 　 　 牧教育管理委員会弁公室長，内　 　 　 　 蒙
古教育庁職工教育処督導員）

　 　 　 　 蘇 日喰拉図 （シ リンゴル盟成人

　 　 　 　 教育委員会弁公室副主任）

　 　 　 　 詰　　　曉 （ア ラシャン盟工農

　 　 　 　 牧教育管理委員会副主任，ア ラ

　 　 　 　 シャン盟教育処副処長）

　 　 　 　 特 格 舎 （ウランジャップ盟

　 　 　 　 工農牧教育管理委員会副主任）
６月１４日　 鳥海又八郎 （日本 中央競 馬会総

　 　 　 　 務部総務課副長）

　　　　　　 上杉　　 舜 （同総務部次長）

　　６月１６日　石 田文子 （川崎市教育委員会市

　　　　　　 民 ミュー ジアム準備事務室主査

　　　　　　 代理）

　　６ノヨ１７日　Ｆｏｓｃｏ　ＭＡＲＩＡＮＩ（イタ リア，イ

　　　　　　 タ リア ＥＩ本研究学会長）

　　　　　　 中国蘇州市文化教育代表団一行

　　　　　　 団長　周　大 　炎 （副市長）

　　　　　　 張 　 　学 （人民政府外事弁公

　　　　　　 室副主任）

　　　　　　 岳 俊 傑 （文化局副局長）

　　　　　　 張 旺 健 （教育局副局長）

　　　　　　 曹　姻　棟 （社会科学理論研究

　　　　　　 会副会長）

　　６月２０日　 Ｒｏｃｈｏｊａｄ　ＤＡＨＬＡ （神戸 イン ド
　　　　　　 総領事）

　　６月２４日　 中国文学芸術界連合代表団一行

　　　　　　 露　　 　菲 （中国文学芸術界連

　　　　　　 合会弁公庁主任， 中国作家協会

　　　　　　 会員　作 家）

　　　　　　 何 南 丁 （河南省文学芸 術界

　　　　　　 連合会主席　 中国作家協会河南

　　　　　　 分会副主席　作家）

　　　　　　 婁 一 凡 （海江省文 学芸術界

　　　　　　 連合会書記処常務書記）

　　　　　　 張 子 良 （西安映画製作所編

　　　　　　 劇　脚本家）

　　６月２５日　 大阪大学外 国人留学生研修参加

　　　　　　 者一行　　　　　　 Ｐ
ａｔｒｉｃｋ　Ｇｅｏｆｆｒｅｙ　Ｊｏｎａｔｈａｎ　ＫＥＬＬ，

　　　　　　 （ニ ユ隔ジ　ラン ド）　ＯＮＧ　Ｍｅｉ，

　　　　　　 Ｃｈｉｎ，　ＫＯＡＹ　Ｈｏｏｉ　Ｈｏｎｇ，　ＬｚＭ

　　　　　　 Ｃｈｉｎ　Ｃｈｏｕ，　Ｔｏｒｒｅ　Ｋｏｋ　Ｈｕａ，

　　　　　　 ＷＡＮＧ　Ｃｈａｎ　Ｃｈｉｎ，　ＳｒＭ　Ｍｏｈ

　　　　　　 Ｃｈｅａｎ （以上マ レーシア）

　　　　　　 李嘉林，沈　東，郭正勇，丁文

　　　　　　 君 （以上中国）李　青 （香港）

　　　　　　 郭顕堂，察政森，孫礫微 （台湾）

　　　　　　 Ｅｋｋａｎａｎｔ　ＭＡＨＡＥＫＫＡＮＡＮＴ，

　　　　　　 Ｗａｃｈｉｒａｐｈａｎ　ＰＨＯＴＡ，　Ｓｕｐａｐｏｒｎ
、　 　　 　　 ＣＨＡＲＮＭＡＮＯＯＮ （以上 タイ）
　　　　　　 Ｙｕｌｉｕｓ　Ｙｕｌｉａｎｔｏ　Ｓ　ＥＴＩＡＤＹ　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ウ

　　 　 　 　 　 　 （イ ン ド ネ シ ァ）　 ＬＥＥ　Ｈｅｅ

　　 　 　 　 　 Ｋｉａｎ，　ＹＥｏ　Ｙｏｎｇ　Ｓｅｎｇ （以 上

　　 　 　 　 　 　シ ンガ ポー ル）

　　 ６月２８日　 フ ィ リピ ン特設 種 子 生 産 コー ス

　　 　 　 　 　 起 員 一 行

　　 　 　 　 　 Ｄａｎｔｅ　Ｖ．　Ｆｉｄｅｌ

　　 　 　 　 　 Ｒｏｂｅｒｔ　Ｔ．　Ｍ ａｓｂａｎｇ

　　 　 　 　 　 Ｆａｂｉｏ　Ｇｉｍｅｎａ　Ｅｎｒｉｑｕｅｚ

　　 　 　 　 　 Ｒｏｙ　Ｔ．　Ｔｉｏ

　　 　 　 　 　 Ｏｒｌａｎｄｏ　Ｏ．　Ｔｅｌｍｏ

　　 　 　 　 　 Ｍｅｒｌｙｎ　Ｐａｂａｌｏｌｏｔ　Ｌｅｄｅｓｍａ

　　 　 　 　 　 Ｃｏｒａｚｏｎ　Ｌａｕｒｅｓｔａ　Ｌｏｇｍａｏ

　　 　 　 　 　 Ｎｅｓｔｏｒ　Ａｂｒｉｇｏ　Ｎａｖａ

　　 　 　 　 　 Ｓａｎｔｉａｇｏ　Ｆ．　Ａｉｌｅｒａ

　　 　 　 　 　 Ｍ ａｎｉｏｂａ　Ｍ ．　Ｄｏｍａｏｔ
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国立民族学博物館研究報告寄稿要項

１．国立民族学博物館研究報告 は，民族学 （文化人類学） に関する論文，資料 ・研究 ノー ト，調

査研究活動報告等を掲載 ・発表す ることにより，民族学 （文化人類学）の発展に寄与す るもの

　で ある。

２．国立民族学博物館研究報告 に寄稿することがで きる者 は，次のとおりとす る。

（１） 国立民族学博物館 （以下 「本館」という。）の教官 （客員教授等を含む。）及 び本館の組織

　　運営に関与す る者

（２） 本館が受 け入れた各種研究員及び研究協力者

㈲　その他本館 において適 当と認めた者

３．原稿を寄稿 する場合 は，論文 ，資料 ・研究 ノー ト，調査研究活動報告等の うち，いずれであ

　るかをその表紙 に明記する ものとする。なお， この区分 についての最終的な調整は，国立民族

　学博物館硫究 報告編集委員会 （以下 「編集委員会」という。）において行 う。（編集する場合は，

原則 として論文及び資料 ・研究 ノー トを １段組，その他 のものを ２段組 として取 り扱 う。）

４．原稿執筆における使用言語 は， 日本語 ，英語， フランス語，スペイ ン語， ロシア語， 中国語

及 び ドイツ語 のうちいずれを用いて も差 し支えない。ただ し，その他 の言語を用いる場合 は，

　編集委員会に相談す るものとす る。

５．特殊な文字，記号，印刷方法等が必要な場合 は，編集委員会に相談す るもの とする。

６．寄稿する原稿 が論文で， 日本語を使用する場合 は，原則 と して英文 により ５００語程度 の要 旨

　を付 けるもの とし，その他の言語 によ る論文 の場合は，編集委員会に相談す るものとす る。な

　お，寄稿す る原稿 については，執筆者名のローマ字表記及 び原稿表題 の英文を付記 しな ければ

　な らな い。

７．寄稿す る原稿 の枚数 は，原則 と して制限 しない。ただ し，編集する場合 は編集委員会 の判断

　によ り，紙数等の関係か ら分割 して掲載することがある。

８．寄稿す る原稿は，必ず清書 （欧文の場合 はタイプ） し，原稿 の写 し １部を添付する ものとす

　る。なお，図，表 のス ミ入れ， レタ リングは，編集委員会で処理する。

９．寄稿 された原稿 は，審査委員会 において審査の うえ，採否を決定する。なお，原稿 は，採否

　にかかわ らず原則と して返却 しない。

１０．稿料 の支払い，掲載料 の徴収は行わない。

１１．原稿 の執筆に当 って は，別に定め る 「国立民族学博物館研究報告執 筆要領」による。

１２．原稿 の寄稿先及び連絡先 は，次 のとお りとする。

　　　 〒５６５ 大阪府 吹田市千里　万博公園１０－１

　　　　　　　国立民族学博物館内

　　　　　　　国立民族学博物館研究報告編集委員会 （電話 代表 ０６－８７６－２１５１）
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国立民族学博物館研究報告執筆要領

１．原稿は，２００字詰原稿用紙を使用 し，横書 きとす る。

２．原稿は，図，表を除き，原則 として黒 イ ンクを使用する。

３．日本語 を使用 して執筆す る場合は，原則 として当用漢字，現代かなつかいを用い る。

４．句読点 ，括弧，各種記号等 は，原則と して原稿 用紙 のマス 目 １字分の扱いをす る。

５．原稿 中の年号 ，月 日及びその他の数字 は，原則 として アラビア数字を用いる。なお，年号は，

原則 として西暦 とする。

６．図及び表 は，一図，一表 ごとに別紙に書 き，本文 とは別 に一括 して添付するもの とする。な

　お，図，表 ごとに通 し番号 （「図 １」，「表 １」等の要 領によ り記入），図，表名及び説明並びに

　出典等を記 し，本文原稿の欄外 には，それぞれのそ う入箇所を指定するもの とする。

７．写真 は，写 りの明瞭な もので，手札判以上 の大 きさに焼 き付けた ものに限 り，図及び表の扱

　いに準 じて通 し番号，説明を付 けたうえ，そう入箇所を指定す るものとす る。ただ し，カラー

写真は，原則 として受け付けない。

８．本文又 は脚注において文献を指示す る場合 は， カギ括弧を付 け，著者 名，文献刊行年次，引

用ページ数 の順に下記 の例に従 って記載する。

　　［柳田 １９４２：６７－６９］

　　［Ｌｅａｃｈ　１９６１：１２３］

　　［柳田 １９４２：６７－６９，１９４４：２０－２２；Ｌｅａｃｈ　１９６１：１２３］

　ただ し，同年次刊行物の場合 は，アルフ ァベ ット順 により，下記 のように記載す るもの とす る。

　　［柳 田　１９４２ａ：２０－２２］　［オ卯田　１９４２ｂ：１０］

９．脚注は，一つ一つ別紙 に記 し，通 し番号を付ける。なお，本文 中に脚注をそう入す る箇所に

　は，脚注の当該番号を記入 し，別紙の脚注 には，本文のページ数を明記す るものとす る。

１０．本文及び脚注 において参照 した文献は，すべて原稿 の末尾 にま とめて下記の方法 によ り記入

　する。

　（１） 文献 の配列は，著者名のアルファベ ッ ト順 とする こと。

　（２） 文献の記載 は，著者名，年号，論題 （タイ トル），誌 名，巻，号，出版社名の順 とす ること。

　　欧文 の雑誌名及び単行本名は，イタ リック体 にす るため，原稿 には下線を 引くこと。また，

　　 ローマ字人名は，スモール ・キ ャピタル とす るため，二重下線を引 き，日本文の場合 は，論

　　題にカギ括弧，雑誌 名及び単行本 名に二重のカギ括弧を付 けること。雑誌 の巻数及 び号数 は，

　　原則と して アラビア数字を用いること。

　　 （例）

　　　論文 の場合　（１）

　　　　石 田英一郎

　　　　　　 １９４８　 「文化史的民族学成 立の基本問題」『民族学研究』　１３（４）：３１１－３３０。

Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project for Current Anthropologist. Current 

       Anthropology  14(4): 357-372.

論文の場合　 （２）

　杉浦 健一

　 　　１９４２　 「民間信仰の話」柳 田国男編 『日本民俗学研究 』岩波書店，ｐｐ・１１７－１４３。
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Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language: Animal Categories and Verbal Abuse. 

        In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of Language, 

         The M. I. T. Press, pp. 23-63.

単行本の場合

泉 靖一

　 １９６６ 『文 明を もった生物』　 日本放送 出版協会 。

Murdock, George P. (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in Anthro-

         pology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological Research, Inc.

翻訳書の場合

　 エ リアーデ，Ｍ ．

　　　 １９７４　『シャーマニズムー　 古代的エ クスタシー技 術　　』 堀一 郎訳　冬樹社。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The Uni-

        versity of Chicago Press.
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